
東京都北区議会 

平成 25 年第３回定例会で可決した意見書 

・固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 

 

・複数税率導入と新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書 

 

・若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求める意見書 



固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
青
色
申
告
者
を
含
む
、
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
の
低
迷
に
続
き
、
世

界
規
模
の
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
危
機
的
か
つ
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
雇
用
不
安
の
拡
大
、
金
融
事

情
の
悪
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
環

境
の
も
と
、
小
規
模
事
業
者
は
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
、
家
族
を
含
め
て
そ
の
生
活
基
盤
は
圧
迫
さ

れ
続
け
て
い
る
。 

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
都
民
が
、
税
や
社
会
保
障
費
な
ど
の
負
担
の
増
加
に
あ

え
い
で
い
る
実
態
に
あ
る
。 

 

こ
の
厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、
東
京
都
独
自
の
施
策
と
し
て
定
着
し
て
い
る
固
定
資
産
税
及
び
都

市
計
画
税
の
軽
減
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
や
生
活
は
更
に
厳
し

い
も
の
と
な
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
日
本
経
済
の
回
復
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
左
記
事
項
を
平
成
二
十
六
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求

め
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

一
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
を
二
分
の
一
と
す
る
軽
減
措
置 

二
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
二
割
減
額
す
る
減
免
措
置 

三
、
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を
六
十
五
％

に
引
き
下
げ
る
減
額
措
置 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
十
月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
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複
数
税
率
導
入
と
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書 

 
政
府
は
景
気
回
復
に
向
け
て
、
積
極
的
政
策
を
展
開
中
で
あ
る
が
、
国
民
の
所
得
が
順
調
に
増
え
る

保
証
は
な
い
。
来
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
、
各
家
庭
の
経
済
的
負
担
が
増

し
、
民
主
主
義
を
支
え
る
社
会
基
盤
で
あ
る
新
聞
の
購
読
を
中
止
す
る
家
庭
が
増
え
る
こ
と
も
予
測
さ

れ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
の
社
会
的
、
政
治
的
関
心
が
薄
れ
る
な
ど
、
そ
の
深
刻
な
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
。 

日
本
の
経
済
的
状
況
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
社
会
保
障
制
度
の
未
来
な
ど
の
解
決
の
た
め
に
、
歳
入
増

が
絶
対
的
に
必
要
な
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
た
め
の
消
費
税
増
税
は
一
つ
の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
政

府
は
、
消
費
税
増
税
に
例
外
を
作
り
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
多
く
の
国
で
は
、
品
目
別
の
複
数

税
率
を
導
入
し
て
お
り
、
民
主
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
先
進
国
で
は
、
新
聞
、
書
籍
な
ど
に
軽
減
税
率

を
適
用
し
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
複
数
税
率
導
入
と
新
聞
へ
の
軽
減
税
率
適
用
の
実
現
を
求
め

る
。 右

、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
十
月
四
日 
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若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
環
境
等
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書 

 
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
働
き
方
や
暮
ら
し
方
が
変
化
し
て
い
る
。
非
正

規
労
働
者
や
共
働
き
世
帯
が
増
え
た
今
、
若
い
世
代
が
本
来
望
ん
で
い
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
崩
れ
、
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
人
が
少
な
く
な
い
。 

中
で
も
、
働
く
貧
困
層
と
い
わ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
結
婚
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
若
者
の
増

加
や
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
悩
む
女
性
の
増
加
、
正
規
雇
用
で
あ
り
な
が
ら
過
酷
な
労
働
環
境
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
若
年
労
働
市
場
の
実
態
な
ど
、
今
の
若
い
世
代
を
取
り
巻
く
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
年
々
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
。
今
こ
そ
国
を
挙
げ
て
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
環
境
等
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
若
い
世
代
が
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
保
ち
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
く
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強

く
求
め
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

一
、
世
帯
収
入
の
増
加
に
向
け
て
、
賃
金
の
配
分
に
つ
い
て
政
労
使
に
よ
る
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
正
規
・

非
正
規
間
の
格
差
是
正
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
環

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
。 

一
、
労
働
環
境
が
悪
い
た
め
に
早
期
に
離
職
す
る
若
者
も
依
然
と
し
て
多
い
こ
と
か
ら
、
若
年
労
働
者
に
劣
悪
な
労
務
環

境
下
で
仕
事
を
強
い
る
企
業
に
対
し
て
、
違
法
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の
立
入
調
査
の
実
施
や
悪
質
な
場
合
の
企
業
名
の

公
表
な
ど
を
検
討
し
、
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。 

一
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
多
元
的
な
働
き
方
を
普
及
・
拡
大
す

る
環
境
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
短
時
間
正
社
員
制
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
導
入
を
促
進
す
る
こ

と
。 

一
、
仕
事
や
子
育
て
等
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
若
者
支
援
策
が
よ
り
有
効
に
実
施
・
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

利
用
度
や
認
知
度
の
実
態
を
踏
ま
え
、
必
要
な
運
用
の
改
善
や
相
談
窓
口
等
の
周
知
、
浸
透
等
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
十
月
四
日 
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